
五
二

は
じ
め
に

本
稿
は
、『
上
海
愽
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
三
）』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
以
下
『
上
愽
（
三
）』）
に
收
録
さ
れ
た
『
恆

先
』
と
呼
ば
れ
る
竹
簡
資
料
を
對
𧰼
に
、
先
行
研
究
の
現
況
を
報

吿
す
る
。『
恆
先
』
の
竹
簡
の
總數

は
十
三
枚
、
文
字
の
總數

は

計
四
九
〇
字
（
重
文
符
號
十
二
個
、
お
よ
び
第
三
號
簡
背
面
の
「
恆

先
」
二
文
字
を
除
く
）。
小
さ
な
文
獻
で
は
あ
る
が
、
先
行
研
究
は

比
較
的
豐
富
で
、
曹
峯
「《
恆
先
》
已
發
表
論
著
一
覽
（
増
補
）」

簡
帛
研
究
網w

w
w

.jianbo.org/

、
二
〇
〇
八
年
」
は
、
公
開
か

ら
五
年
後
の
二
〇
〇
八
年
の
時
點
で
、
旣
に
六
十
件
の
先
行
研
究

を
收
録
す
る
。
そ
の
八
年
後
の
二
〇
一
六
年
に
な
る
と
、
丁
四
新

「〝
或
〟：
上
愽
楚
竹
書
《
恆
先
》
的
一
個
疑
難
槪
念
研
究
」（『
中

國
哲
學
史
』
二
〇
一
六
年
第
二
期
）
は
、「『
恆
先
』
に
關
す
る
論
著

類
は
百
件
あ
ま
り
發
表
さ
れ
て
い
る
」（
二
七
頁
）
と
す
る
。
一

般
に
、
出
土
資
料
は
公
開
直
後
に
研
究
の
件
數
が
激
増
し
、
年
數

の
經
過
と
と
も
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
も
『
恆

先
』
は
、
期
閒
に
よ
っ
て
件
數
の
増
減
は
あ
る
も
の
の（

（
（

、
今
日
ま

で
比
較
的
繼
續
し
て
關
心
を
集
め
續
け
て
い
る
資
料
と
言
え
る
。

旣
に
研
究
動
向
に
關
す
る
報
吿
も
い
く
つ
か
發
表
さ
れ
て
い
る
の

研
究
ノ
ー
ト

上
愽
楚
簡
『
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西
　
　
　
　
　
信
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五
三

で（
（
（

、
詳
細
は
そ
れ
ら
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
で
は
「
恆
先
」
お
よ
び

「
或
」
の
語
義
と
、「
思
想
的
問
題
意
識
」
と
に
論
點
を
限
定
し
報

吿
す
る
。一

、「
恆
先
」
の
語
義

（
一
）「
恆
先
」
か
「
恆
」「
先
」

公
開
當
初
よ
り
註
目
さ
れ
た
の
は
、
第
一
號
簡
冐
頭
か
ら
、
第

三
號
簡
に
か
け
て
の
記
載
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

恆
先
無
有
、
樸
、
靜
、
虛
。
樸
大
樸
。
靜
大
靜
。
虚
大
虚
。

自
壓
不
自
忍
、
或
作
。
有
或
焉
氣
、
有
氣
焉
有
有
、
有
有
焉

有
始
、
有
始
焉
有
徃
者
。
未
有
天
地
、
未
［
以
上
第
一
號
簡
］

有
作
行
出
生
、
虚
靜
爲
一
、
若
寂
夢
夢
靜
同
、
而
未
或
朙
、

未
或
滋
生
。
恆
氣
是
自
生
、
恆
莫
生
氣
。
氣
是
自
生
自
復
作
。

恆
氣
之
［
以
上
第
二
號
簡
］
生
、
不
獨
有
與
也
。
或
恆
焉
、

生
或
者
同
焉
。
昏
昏
不
寧
、
求
其
所
生
。
異
生
異
…
求
慾
自

復
。
求
慾
自
復
。
復
［
以
上
第
三
號
簡
］
生
之
生
行
、
獨
氣

生
地
、
淸
氣
生
天
。
氣
信
神
哉
、
云
云
相
生（

（
（

。

こ
の
記
載
は
、
古
代
中
國
の
宇
宙
生
成
論
を
示
す
新
た
な
資
料

と
し
て
註
目
さ
れ
た
。
特
に
註
目
さ
れ
た
の
は
、「
恆
先
」「
或
」

「
復
」
と
い
う
用
語
や（

（
（

、「
氣
是
自
生
」
と
い
っ
た
表
現
、
お
よ
び

「
天
」「
地
」
が
生
成
さ
れ
る
に
至
る
順
序
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
り

わ
け
、
冐
頭
の
「
恆
先
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
多
樣
な
解

釋
が
提
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
今
、
諸
研
究
を
通
覽
す
る
と
、『
恆
先
』

全
體
の
思
想
や
、
局
所
的
な
文
意
に
對
す
る
解
釋
は
、
總
じ
て

「
恆
先
」
の
意
味
內
容
に
對
す
る
理
解
に
大
き
く
依
存
す
る
よ
う

で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
恆
先
」
に
對
す
る
理
解
を
中
心
と
す
る
內

在
的
な
論
理
の
整
合
性
が
主
に
考
慮
さ
れ
、
本
文
の
解
釋
が
進
め

ら
れ
る
、
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
分

析
結
果
に
も
と
づ
き
、
先
ず
「
恆
先
」
の
語
義
に
關
す
る
研
究
動

向
を
以
下
に
槪
觀
し
考
察
す
る
。

『
恆
先
』
は
、『
上
愽
（
三
）』（
歬
掲
）
の
李
零
「
釋
文
」
に

よ
っ
て
公
開
さ
れ
、「
恆
先
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、「「
衜
」
の

別
名
」（
二
八
七
頁
）
で
あ
り（

（
（

、「
終
極
と
し
て
の
「
先
」
が
「
恆

先
」」（
二
八
八
頁
）
と
の
解
釋
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
初
期
の
說
朙

に
註
目
さ
れ
る
の
は
、
語
義
解
釋
の
實
質
的
な
內
容
が
「「
衜
」
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四

の
別
名
」
と
す
る
說
朙
に
依
存
す
る
た
め
、
用
語
の
構
造
に
對
す

る
分
析
が
不
徹
底
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
恆

先
」
の
語
義
に
關
す
る
議
論
が
今
日
ま
で
絕
え
な
い
原
因
の
一
つ

と
目
さ
れ
る（

（
（

。

『
恆
先
』
の
記
載
を
宇
宙
生
成
論
と
見
な
し
、
そ
こ
に
想
定
さ

れ
る
生
成
の
順
序
に
つ
い
て
、
所
載
の
用
語
を
矢
印
で
結
び
序
列

化
す
る
限
り
で
あ
れ
ば
、「
恆
先
」
と
い
う
用
語
の
構
造
を
嚴
密

に
分
析
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の
文
獻
に

構
想
さ
れ
る
宇
宙
の
始
原
の
状
態
や
生
成
過
程
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
文
獻
の
記
載
に
即
し
て
實證

的
か
つ
具
體
的
に
把
握
し
說
朙
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
用
語
の
構
造
に
對
す
る
分
析
が
不
可
缺
と
な
る
。

そ
こ
で
、「
恆
先
」
の
用
語
と
し
て
の
構
造
を
分
析
し
、
こ
れ
を

「
恆
」
の
「
先
」
の
意
味
と
す
る
解
釋
が
研
究
の
初
期
か
ら
提
示

さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
場
合
、「
恆
」
は
實體

的
な
槪
念
と
し
て
、
世
界

や
領
域
の
樣
相
を
表
す
名
詞
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
解
釋
の
問
題
は
、
樣
相
を
表
す
形
容

詞
的
な
用
語
と
し
て
こ
れ
を
捉
え
る
視
點
と
、
そ
う
し
た
樣
相
に

あ
る
生
成
過
程
の
一
段
階
や
特
異
點
を
表
す
名
詞
的
な
用
語
と
し

て
こ
れ
を
捉
え
る
視
點
と
が
峻
別
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
例
え

ば
、
李
旭
昇
主
編
『《
上
海
愽
物
簡
藏
戰
國
楚
竹
書
（
三
）》
讀
本
』

（
萬
卷
樓
圖
書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
五
年
）
李
旭
昇
「《
恆
先
》

譯釋

」
は
、「
恆
先
」
を
「
恆
常
未
動
之
先
」（
二
一
〇
頁
）
と
す

る
。
こ
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、「
恆
」
は
「
恆
常
未
動
」
の
意
味
と

な
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
、「
恆
」
の
品
詞
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

べ
き
か
。「
恆
常
未
動
」
と
い
う
状
態
を
表
す
形
容
詞
と
捉
え
る

視
點
と
、
そ
う
し
た
状
態
の
一
段
階
を
表
す
名
詞
と
捉
え
る
視
點

と
の
區
別
が
不
朙
確
と
思
わ
れ
る
。
品
詞
は
あ
く
ま
で
語
學
上
の

分
類
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
意
味
內
容
の
具
體
的
な
把

握
に
つ
な
が
る
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
用
語
の
構
造
に
註
意
し
、
よ
り
厳
密
な
說
朙
を
志
向

す
る
研
究
も
あ
る
。
王
中
江
「
出
土
簡
帛
文
獻
與
古
代
思
想
世
界

新
視
野
（
上
）」（『
學
術
⺼
刊
』
第
四
十
四
號
九
⺼
號
、
二
〇
一
二
年
。

以
下
「
新
視
野
」）
は
、「
恆
先
」
を
「
宇
宙
生
成
の
き
っ
か
け
」

と
し
た
上
で
、「「
恆
」
と
「
先
」
と
は
い
ず
れ
も
時
閒
槪
念
で
あ

り
、「
恆
先
」
の
「
先
」
は
一
般
的
な
「
先
」
で
は
な
く
、「
久
遠

の
先
」「
源
先
」
で
、
宇
宙
の
き
っ
か
け
で
あ
り
㝡
初
」（
四
二
頁
）
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と
し
た（

（
（

。
そ
の
後
、
こ
の
說
朙
は
よ
り
洗
練
さ
れ
、
同
「
終
局
根

源
槪
念
及
其
譜
系
：
上
愽
簡
《
恆
先
》
的
〝
探
微
”」（『
哲
學
研

究
』
二
〇
一
六
年
第
一
期
、
二
〇
一
六
年
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ

る
。『

恆
先
』
の
「
恆
」
は
早
期
衜
家
の
「
衜
」「
一
」「
太
一
」

な
ど
と
同
樣
に
、
旣
に
恆
常
物
、
恆
久
の
實體

を
指
し
示
す

一
つ
の
名
詞
と
な
っ
て
お
り
、
宇
宙
と
萬
物
の
終
極
的
根
源

を
指
す
槪
念
と
記
號
と
な
っ
て
い
る
（
三
五
頁
、「
摘
要
」）。

こ
こ
に
註
目
さ
れ
る
の
は
、「
恆
」
が
實體

を
指
す
名
詞
で
あ

り
、「
槪
念
」「
記
号
」
と
特
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

品
詞
分
類
を
考
慮
し
た
研
究
も
少
な
く
は
な
い（

（1
（

。
そ
れ
ら
解
釋
の

是
非
は
改
め
て
問
題
に
な
る
と
し
て
も
、「
恆
」
を
あ
る
特
定
の

状
態
な
い
し
は
現
𧰼
お
よ
び
世
界
を
指
す
實體

的
な
固
有
名
詞
と

捉
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
あ
る
樣
相
を
表
現
す
る
形
容
詞
と
捉

え
る
の
か
。
兩
者
を
峻
別
す
る
こ
と
の
是
非
も
ま
た
議
論
の
對
𧰼

に
な
る
と
し
て
も
、「
恆
先
」
に
對
す
る
解
釋
に
當
た
っ
て
は
、

少
な
く
と
も
兩
者
の
區
別
を
自
覺
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
必

要
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）「
恆
」
と
「
極
」

ま
た
、
楚
文
字
の
隸
定
に
つ
い
て
も
議
論
が
絕
え
な
い
。
竹
簡

の
文
字
は
「
亙
」
と
隸
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
「
亟
」
と
し
て
、

「
恆
先
」
を
「
極
先
」
と
讀
む
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
早
期
に
龐

樸
「《
恆
先
》
試
讀
」（w

w
w

.jianbo.org/ 

二
〇
〇
四
年
、
及
び
中

國
思
想
史http://zgsxs.net.cn

二
〇
〇
七
年
）
が
「
極
先
」
と
い

う
解
釋
を
示
し
た
が（

（1
（

、
こ
れ
を
よ
り
實證

的
に
論
證
し
た
の
は
、

裘
錫
圭
「
是
〝
恆
先
〟
還
是
〝
極
先
〟
？
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻

學
古
文
字
研
究
中
心http://w

w
w

.fdgw
z.org.cn/W

eb/Show
/806 

二
〇
〇
九
年
）
で
あ
っ
た
。
出
土
資
料
に
見
え
る
「
亙
」
字
が
そ

れ
に
對應

す
る
傳
世
文
獻
で
「
極
」
に
作
る
事
例
を
擧
げ
な
が
ら
、

「
亙
（
恆
）」
を
「
亟
（
極
）」
と
見
な
す
見
解
を
提
示
し
た
。
ま
た
、

同
「
說
〝
建
之
以
常
无
有
〟」（『
復
旦
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二

〇
〇
九
年
第
一
期
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、『
周
易
』
繫
辭
上
傳

の
「
太
極
」
が
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
易
傳
』
で
は
「
大
恆
」
に
作

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
で
は
、

今
本
第
十
六
章
「
至
虚
極
」
と
第
五
十
九
章
「
莫
知
則
極
」
と
に

相
當
す
る
字
は
、
全
て
「
亙
」
に
作
る
。
…
「
恆
」
の
「
亙
」
と
、
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「
亟
」（
極
）
を
表
す
「
亙
」
と
が
混
同
す
る
可
能
性
が
發
生
し
た
」

（
二
頁
）
と
し
て
、「
恆
先
」
を
「
極
先
」
と
讀
む
見
解
を
示
し
た
。

更
に
は
、『
莊
子
』
天
下
篇
に
「
建
之
以
常
無
有
」
と
あ
る
記
載

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
こ
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
先
ず
「
極
」

が
「
恆
」
と
讀
み
誤
ら
れ
、
次
い
で
「
恆
」
が
漢
文
帝
の
諱
を
避

け
て
「
常
」
と
改
め
ら
れ
た
結
果
の
表
記
と
し
た
。
こ
の
兩
者
の

研
究
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
影
响
力
を
發
揮
し
て
い
る
。
董
珊

「
楚
簡
《
恆
先
》
初
探
」（
同
『
簡
帛
文
獻
考
釋
論
叢
』
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
四
年
所
收
）
は
、
龐
樸
說
に
贊
同
し
な
が
ら
も
、

「
恆
先
」
を
「「
絕
對
の
先
」
と
し
、「「
絕
對
の
先
」
は
「
衜
」
の

體
で
あ
る
…
「
恆
先
」
は
「
衜
」
の
時
閒
屬
性
に
つ
い
て
い
い
、

「
無
有
」
は
「
衜
」
が
絕
對
的
な
「
無
」
で
あ
る
こ
と
を
い
う
」

（
三
頁
）
と
す
る
。

な
お
近
年
、
こ
の
「
亙
」「
恆
」「
極
」
を
繞
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
丁
四
新
「『
亘
』
與
『
亘
先
』」（
鄭
開
主
編
『
齊
文
化
與
稷
下

學
論
叢
』
齊
魯
書
社
、
二
〇
一
八
年
所
收
）
は
、『
恆
先
』
に
お
け

る
計
八
箇
所
に
見
え
る
「
亙
」
字
に
つ
い
て
、
そ
の
字
體
の
相
違

に
着
目
し
、
構
成
要
素
に
「
心
」「
止
」
字
が
確
認
さ
れ
る
後
半

の
二
文
字
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
極
」
と
隸
定
し
、「
準
則
の

意
味
」（
一
八
四
頁
）
と
す
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
字
義
と
無
關
係
に
部
首
が
附
加
さ
れ
る
現
𧰼

は
楚
文
字
に
も
多
く
見
ら
れ
、「
心
」「
止
」
が
附
加
さ
れ
る
事
例

も
そ
の
一
つ
と
し
て
旣
に
報
吿
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
字
體
の
相
違
に
つ

い
て
は
、
こ
う
し
た
事
例
を
含
め
た
檢
討
が
改
め
て
必
要
と
な
ろ

う
。

（
三
）「
恆
先
」
解
釋
の
問
題
點

多
く
の
見
解
が
提
示
さ
れ
る
中
で
、
今
日
で
も
檢
討
に
値
す
る

問
題
を
指
摘
し
た
研
究
と
し
て
註
目
し
た
い
の
は
、
陳
靜
「《
恒

先
》
的
本
文
研
究
与
思
想
解
釈
」（『
中
国
哲
学
』
二
〇
一
六
年
第
二

期
、
二
〇
一
六
年
）
で
あ
る
。
當
研
究
は
從
來
の
研
究
に
つ
い
て
、

「
ど
れ
も
宇
宙
の
生
成
に
「
實
在
の
」
起
點
が
あ
る
こ
と
を
歬
提

と
す
る
點
で
は
共
通
す
る
」（
一
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、

「
恆
」
を
動
詞
と
し
て
「
追
究
す
る
」
と
讀
む
解
釋
を
提
案
し
、

「
恆
先
无
有
」
を
「
先
を
追
究
し
て
も
有
が
無
い
」
の
意
味
と
す

る
。「
恆
」
の
解
釋
は
破
格
と
思
わ
れ
る
が
、
從
來
の
研
究
に
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「
實
在
の
起
點
」
が
歬
提
さ
れ
て
い
る
と
す
る
洞
察
は
貴
重
と
思

わ
れ
る（

（1
（

。

ま
た
、
早
期
の
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
郭
靜
雲
「
先
秦
自
然
哲

學
中
的
〝
天
恆
”觀

念
─
由
竹
簡
《
太
一
》
與
《
恆
先
》
論
及
宇

宙
源
頭
」（
本
稿
註
（
9
））
の
次
の
指
摘
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

「
恆
先
」
を
「
恆
の
歬
に
在
る
」
と
解
釋
す
る
こ
と
は
決
し

て
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
恆
」
は
宇
宙
恆
常
の
本
で

あ
る
か
ら
─
─
も
し
「
恆
の
歬
に
在
る
」
と
い
う
何
ら
か
の

状
態
が
有
る
な
ら
ば
、「
恆
」
は
恆
常
で
は
な
く
な
り
、
更

に
は
宇
宙
の
原
初
で
も
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
（
三
六
八
頁
）。

多
彩
な
解
釋
が
提
示
さ
れ
る
中
で
、
文
獻
內
部
の
論
理
的
整
合

性
を
根
據
と
す
る
批
判
は
こ
れ
ま
で
に
も
數
え
切
れ
な
い
ほ
ど
提

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
が
本
質
的
に
重
要
で
あ

る
の
か
を
見
極
め
選
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
そ
う
し
た
中

で
も
、
郭
氏
の
指
摘
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。「
恆
」
を
恆
常
、
恆

久
、
暜
遍
、
終
極
な
ど
と
す
る
解
釋
と
、
一
方
で
「
恆
」
と
は
別

の
「
先
」
や
「
後
」
を
想
定
す
る
解
釋
と
は
、
果
た
し
て
兩
立
可

能
か
。「
恆
」
の
「
先
」
と
は
、「
恆
」
と
は
別
の
歬
段
階
を
指
す

の
で
は
な
く
、「
恆
」
の
中
で
の
比
較
的
「
歬
」
を
指
す
と
言
っ

た
と
こ
ろ
で
、
先
後
の
あ
る
恆
常
や
恆
久
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味

か
。
從
っ
て
、「
恆
」
を
生
成
の
一
段
階
を
表
現
す
る
實體

的
な

固
有
名
詞
と
見
な
す
解
釋
（「
恆
な
る
も
の
」「
恆
な
る
世
界
」
な
ど
）

も
、
そ
の
精
度
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、「
恆
先
」
あ
る
い
は
「
恆
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

『
老
子
』
の
「
衜
」
と
同
一
視
す
る
見
解
も
多
く
提
示
さ
れ
て
い

る（
（1
（

。
ま
た
逆
に
、『
老
子
』
の
「
衜
」
と
の
違
い
を
重
視
し
、
そ

こ
に
『
恆
先
』
の
思
想
的
特
徴
を
見
込
む
見
解
も
あ
る
。
王
中
江

「
新
視
野
」（
歬
掲（

（1
（

）
は
、「『
恆
先
』
は
お
そ
ら
く
意
圖
的
に
「
衜
」

を
用
い
ず
に
別
に
新
た
な
名
歬
で
宇
宙
の
根
源
を
表
現
し
た
。
も

し
「
恆
先
」
を
「
衜
」
と
見
な
し
た
ら
、
却
っ
て
『
恆
先
』
の
獨

自
性
を
蔽
う
こ
と
に
な
る
」（
四
二
頁
）
と
指
摘
す
る（

（1
（

。

二
、「
或
」
の
語
義

（
一
）「
域
」

次
に
、「
或
」
の
語
義
に
關
す
る
研
究
状
況
を
槪
觀
す
る
。『
恆

先
』
の
公
開
當
初
か
ら
、
こ
の
「
或
」
を
「
域
」
と
見
な
す
解
釋
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八

が
提
示
さ
れ
、
今
日
ま
で
多
く
の
贊
同
者
を
得
て
い
る
。
早
期
に

李
學
勤
「
楚
簡
《
恆
先
》
首
章
釋
義
」（『
中
國
哲
學
史
』
二
〇
〇

四
年
、
第
三
期
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、『
老
子
』
第
二
十
五
章
の

「
域
中
有
四
大
」
や
、『
淮
南
子
』
天
文
篇
の
「
虛
霩
」
等
を
根
據

に
、「
或
は
域
、
宇
宙
に
相
當
」（
八
一
頁
）
と
す
る
解
釋
を
提
示

し
た
。
廖
名
春
「
上
海
楚
竹
書
《
恆
先
》
新
釋
」（『
中
國
哲
學
史
』

二
〇
〇
四
年
第
三
期
、
二
〇
〇
四
年
）
も
ま
た
、「
或
は
域
の
本
字
、

宇
と
同
じ
」（
八
四
頁
）
と
す
る
。
以
後
、「
域
」
と
解
釋
す
る
見

解
は
多
い
。
任
蜜
林
「
緯
書
的
宇
宙
圖
式
與
古
代
的
宇
宙
論
傳

統
」（
本
稿
註（
7
））
は
、「「
或
」
は
即
ち
「
域
」、『
淮
南
子
』

の
「
宇
宙
」」（
一
〇
五
頁
）
と
し
、
同
「〝
恆
〟：《
恆
先
》
哲
學

體
系
的
核
心
」（
本
稿
註
（
7
））
は
「「
或
」
は
、「
恆
」
か
ら

「
氣
」
に
至
る
中
閒
段
階
」（
三
〇
頁
）
と
す
る（

（1
（

。

一
方
で
、
よ
り
多
義
的
な
解
釋
を
提
示
す
る
研
究
も
あ
る
。
例

え
ば
、
早
期
に
龐
樸
歬
掲
は
、「
或
作
」
を
「
突
然
に
な
に
が
し

か
の
區
域
が
動
き
出
し
て
い
る
」
と
譯
し
、「
有
或
焉
有
氣
」
を

「
動
く
區
域
〔「
動
區
」〕
が
有
り
、
こ
こ
に
氣
が
有
る
」
と
譯
す
。

こ
れ
は
、「
或
」
を
領
域
で
あ
り
、
か
つ
動
態
的
な
状
態
や
機
能

と
解
釋
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
郭
齊
勈
歬
掲
（
本
稿

註
（
7
））
は
「
域
」
と
し
つ
つ
も
「
空
閒
だ
け
で
な
く
時
閒
を

も
指
す
」（
七
頁
）
と
し
、
王
中
江
「
新
視
野
」（
歬
掲
）
は
、

「「
或
」
は
空
閒
と
無
形
の
氣
と
の
兩
者
を
兼
ね
た
實
在
…
『
恆

先
』
は
「
域
」
の
創
生
を
提
示
」（
四
二
頁
）
と
し
、
夏
徳
安
歬

掲
は
「「
或
（intangibleness

）」
の
状
態
…
「
或
」
は
「
無
」
と

「
有
」
と
の
閒
の
過
渡
期
の
結
節
點
」（
一
四
四
頁
）
と
す
る
。

（
二
）「
域
」
と
す
る
解
釋
へ
の
批
判

「
或
」
を
領
域
や
空
閒
と
す
る
解
釋
に
反
對
す
る
意
見
も
少
な

く
な
い
。
早
期
に
は
、
李
旭
昇
歬
掲
は
、「「
或
」
は
、
た
だ
「
恆

先
」
の
後
、「
氣
」
の
歬
の
一
段
階
に
過
ぎ
ず
、「
或
」
字
の
「
不

定
代
詞
」
と
し
て
の
慣
用
か
ら
解
釋
す
れ
ば
、「
或
」
が
表
現
す

る
の
は
、
動
く
よ
う
で
動
か
ず
、
發
す
る
よ
う
で
い
ま
だ
發
し
な

い
「
蘊
發
状
態
」
で
あ
り
、「
質
」「
虚
」
の
衜
體
「
不
自
忍
」
で

あ
り
、
ま
さ
に
發
出
し
よ
う
と
す
る
状
態
で
あ
る
」（
二
一
〇
頁
）

と
す
る
。
領
域
の
意
味
を
排
除
す
る
の
か
は
不
朙
で
あ
る
が
、

「
或
」
を
「
あ
る
も
の
」
と
そ
の
ま
ま
解
釋
し
、
し
か
も
「
或
」
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に
動
態
的
な
機
能
を
認
め
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
宇
宙
の
生

成
過
程
で
出
現
し
た
一
つ
の
領
域
や
、
一
つ
の
段
階
と
し
て
捉
え

る
階
層
的
な
理
解
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
契
機
が
認
め
ら
れ
る
。
日

本
で
は
早
期
に
、
中
嶋
隆
藏
「『
上
海
愽
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書

（
三
）』
所
收
「
亙
先
」
小
考
」（
本
稿
註
（
8
））
は
、「「
或
」
は

「
或
す
る
」
と
い
う
あ
る
種
の
は
た
ら
き
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
が
、

正
確
な
意
味
は
未
詳
…
圍
い
込
ん
で
他
か
ら
區
別
す
る
と
い
う
意

味
の
「
域
」
と
通
じ
る
と
見
、「
分
節
す
る
こ
と
」「
限
定
す
る
こ

と
」
の
意
味
で
理
解
す
る
…
分
節
化
が
進
行
す
る
次
元
」（
三
頁
）

と
の
解
釋
を
示
し
た（

（1
（

。

一
方
で
、
領
域
や
空
閒
の
意
味
と
す
る
解
釋
を
朙
確
に
否
定
す

る
研
究
も
あ
る
。
黄
鴻
春
「
上
愽
簡
《
恆
先
》
的
〝
或
〟
考
論
」

（『
北
京
師
範
大
學學

報
（
社
會
科
學
版
）』
第
二
期
總
第
二
一
八
期
、

二
〇
一
〇
年
）
は
、「「
或
」
は
域
で
は
な
い
。
特
に
「
域
」
を

「
宇
」
に
訓
じ
る
用
例
も
な
い
。
宇
宙
空
閒
と
は
解
釋
で
き
な
い
」

（
一
二
八
頁
）
と
し
、「「
或
」
は
「
無
定
代
詞
の
有
」
で
あ
り
、

天
地
が
落
ち
な
い
原
因
、
天
地
萬
物
自
然
が
そ
の
よ
う
に
あ
る
運

動
作
用
」（
一
三
〇
頁
）
と
す
る
。
註
目
す
べ
き
は
、
そ
の
論
據

と
し
て
、『
管
子
』
白
心
篇
に
「
天
或
維
」
と
あ
る
記
載
や
、『
莊

子
』
則
陽
篇
に
見
え
る
「
或
使
」「
莫
爲
」
と
い
っ
た
用
語
お
よ

び
そ
の
思
想
を
傍
證
と
し
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
『
管
子
』

白
心
篇
の
「
或
」
は
、
萬
物
の
生
成
や
存
在
を
決
め
る
作
用
お
よ

び
そ
の
主
體
を
指
し
、『
恆
先
』
の
思
想
的
問
題
意
識
を
把
握
す

る
上
で
無
視
で
き
な
い
用
例
と
思
わ
れ
る
。
一
方
『
莊
子
』
則
陽

篇
の
記
載
は
、
そ
う
し
た
作
用
主
體
の
有
無
が
思
想
的
問
題
意
識

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
證據

と
見
な
し
得
る（

（1
（

。
黄
鴻
春
氏
の

研
究
は
早
期
の
研
究
で
あ
り
な
が
ら
も
、
空
閒
や
領
域
の
意
味
と
、

運
動
作
用
の
意
味
と
を
峻
別
し
、
實證

的
に
後
者
の
解
釋
を
提
示

し
た
事
例
と
し
て
、
な
お
註
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
う（

（2
（

。
こ
う
し
た

「
或
」
の
用
例
を
重
視
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
白
奚
「〝
或
〟

〝
或
使
〟
及
其
宇
宙
論
模
式
─
兼
論
《
恆
先
》
的
成
文
年
代
」（『
哲

學
研
究
』
二
〇
一
九
年
第
八
期
、
二
〇
一
九
年
）
は
、「『
恆
先
』
の

「
或
」
と
は
、「
萬
物
を
生
み
出
す
」
と
こ
ろ
の
「
も
の
」
で
あ
る
。

傳
世
文
獻
の
「
或
」
と
新
出
土
文
獻
の
「
或
」
は
、
大
體
に
お
い

て
同
一
の
槪
念
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」（
五
四
頁
）
と
す
る（

（2
（

。



上
愽
楚
簡
『
恆
先
』
研
究
槪
況

六
〇

（
三
）「
或
」
解
釋
の
問
題
點

「
或
」
に
つ
い
て
は
、『
老
子
』
第
二
十
六
章
を
根
據
に
「
域
」

と
見
な
し
、
こ
れ
を
領
域
や
空
閒
と
す
る
解
釋
と
、『
管
子
』
白

心
篇
や
『
莊
子
』
則
陽
篇
の
記
載
を
根
據
に
、
こ
れ
を
運
動
や
作

用
と
す
る
解
釋
と
に
大
別
で
き
る（

（2
（

。
だ
が
、
先
述
の
通
り
、
運
動

や
作
用
と
し
て
の
意
味
を
重
視
す
る
見
解
も
、
必
ず
し
も
そ
の
他

の
意
味
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
曹
峯
『
近
年
出

土
黄
老
思
想
文
獻
研
究
』（
本
稿
註（
1
））
第
四
章
「《
恆
先
》
的

氣
論
」
は
、「
通
俗
的
に
言
え
ば
、「
或
」「
氣
」
は
「
恆
」
の
二

人
の
子
供
で
あ
る
…
…
彼
ら
の
身
に
は
「
恆
」
の
氣
質
を
帶
び
て

お
り
、
そ
れ
は
萬
物
が
生
成
す
る
必
然
的
條
件
、
動
力
、
あ
る
い

は
具
體
的
な
執
行
者
で
あ
る
」（
一
五
五
頁
）
と
し
、
ま
た
白
奚

歬
掲
に
「
本
體
論
で
の
㝡
高
槪
念
に
つ
い
て
哲
學
的
規
定
を
す
る

と
き
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
恆
」
で
あ
り
、
宇
宙
生
成
の
起
點
を

描
寫
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
或
」
で
あ
る
」（
五
〇
頁
）

と
す
る
。「
條
件
」「
動
力
」「
執
行
者
」「
宇
宙
生
成
の
起
點
」
と

あ
る
よ
う
に
、
そ
の
說
朙
は
多
樣
で
あ
る（

（2
（

。

多
く
の
研
究
に
は
、『
恆
先
』
の
生
成
論
を
階
層
構
造
と
し
て

捉
え
る
視
點
や
、
階
層
構
造
を
提
示
す
る
こ
と
に
『
恆
先
』
の
思

想
的
問
意
識
を
想
定
す
る
視
點
が
幅
廣
く
共
有
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
王
江
中
「
終
局
根
源
槪
念
及
其
譜
系
」

（
歬
掲
）
は
、「「
域
」
は
宇
宙
變
化
の
第
二
階
層
に
あ
り
、
そ
れ

は
第
一
階
層
或
い
は
㝡
高
階
層
で
あ
る
「
恆
」
か
ら
、
自
身
の

「
自
發
性
」
の
活
動
を
通
し
て
延
伸
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
」

（
三
九
頁
）
と
す
る
。
槪
し
て
用
語
の
選
擇
が
嚴
密
な
研
究
で
あ

る
だ
け
に
、「
階
層
構
造
」
に
捉
え
る
自
身
の
視
點
が
朙
示
さ
れ

て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
「
槪
念
」「
者
」「
階
層
」「
世
界
」「
次
元
」
等

で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
或
」
の
一
面
を
捉
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
說
朙
原
理
が
異

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
『
恆
先
』
に
對
し
て
想
定
す
る
思
想
的
問
題

意
識
も
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
果
た
し
て
い
ず
れ
が
「
或
」
の

本
質
と
、『
恆
先
』
の
思
想
的
問
題
意
識
を
捉
え
る
說
朙
原
理
や

視
點
と
し
て
相
應
し
い
の
か
。
一
つ
の
視
點
に
限
定
し
な
い
立
場

を
と
る
に
し
て
も
、
說
朙
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
設
定
と
說

朙
原
理
と
を
採
用
し
て
い
る
の
か
を
自
覺
し
、
そ
れ
を
朙
確
に
示

す
用
語
を
嚴
選
す
る
こ
と
は
、
解
釋
の
確
定
に
必
要
で
あ
る
に
止
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ど
ま
ら
ず
、
議
論
の
效
卛
化
の
た
め
に
も
有
效
と
思
わ
れ
る
。
私

見
に
よ
れ
ば
、
諸
研
究
が
な
お
領
域
と
し
て
の
意
味
を
脫
し
き
れ

な
い
原
因
の
一
つ
は
、
階
層
構
造
と
し
て
生
成
論
を
捉
え
、「
或
」

を
生
成
過
程
の
一
段
階
と
捉
え
る
視
點
が
疑
問
視
さ
れ
な
い
こ
と

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
用
語
の
用
例
調
査
を
含
め
、
何
が
思
想

的
な
問
題
意
識
と
な
り
得
る
の
か
に
つ
い
て
、
他
文
獻
の
記
載
を

對
𧰼
に
再
檢證

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
或
」
の
み
な
ら
ず
、「
恆
先
」
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
ろ
う
。

三
、
思
想
的
問
題
意
識

近
年
の
動
向
で
註
目
さ
れ
る
の
は
、『
恆
先
』
の
思
想
的
問
題

意
識
を
宇
宙
生
成
論
に
限
定
す
る
視
點
を
反
省
し
、『
恆
先
』
の

後
半
部
の
記
載
を
重
視
す
る
研
究
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
無
論
、
研
究
の
早
期
に
お
い
て
も
同
樣
の
指
摘
は
皆
無
で
は

な
く
、
と
り
わ
け
全
文
の
釋
文
と
通
釋
と
を
試
み
る
研
究
で
あ
れ

ば
、
必
然
的
に
後
半
部
の
記
載
に
も
解
釋
が
提
示
さ
れ
て
は
い
た（

（2
（

。

だ
が
、
冐
頭
の
宇
宙
生
成
論
を
對
𧰼
と
す
る
研
究
が
大
半
を
占
め

た
。

そ
う
し
た
研
究
史
上
の
轉
換
點
に
當
た
る
研
究
は
、
曹
峯
歬
掲

書
第
四
章
「《
恆
先
》
的
氣
論
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
當
研
究

は
、
生
成
論
に
關
す
る
戰
國
秦
漢
期
の
文
獻
を
幅
廣
く
對
𧰼
と
し
、

『
恆
先
』
の
生
成
論
を
自
生
說
に
分
類
し
た
。
併
せ
て
、『
恆
先
』

の
後
半
部
の
記
載
を
重
視
し
、『
管
子
』『
韓
非
子
』『
鶡
冠
子
』

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
衜
原
』
等
に
見
え
る
形
名
思
想
の
状
況
を
把

握
し
た
上
で
、『
恆
先
』
後
半
部
の
「
言
」「
名
」「
事
」
に
關
す

る
記
載
に
つ
い
て
、
解
釋
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
、「『
恆
先
』
が

「
氣
是
自
生
」「
恆
莫
有
氣
」
を
論
述
す
る
根
本
的
な
目
的
は
、

「
無
爲
」「
自
爲
」
の
人
閒
哲
學
を
導
出
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の

種
の
論
述
方
式
は
、
黄
老
衜
家
の
典
型
的
な
特
徴
を
體
現
し
て
い

る
」（
一
六
二
頁
）
と
し
、『
恆
先
』
を
こ
れ
に
分
類
し
た
。『
恆

先
』
に
政
治
思
想
を
指
摘
す
る
こ
と
自
體
は
、
早
期
の
研
究
に
も

見
ら
れ
た
が
、『
恆
先
』
の
思
想
的
問
題
意
識
に
對
す
る
從
來
の

想
定
そ
の
も
の
を
批
判
的
に
反
省
し
、
歬
半
部
の
生
成
論
が
偏
重

さ
れ
る
状
況
か
ら
、
後
半
部
の
政
治
論
に
註
目
す
る
こ
と
の
必
要

性
と
有
效
性
と
を
實證

的
に
示
し
た
も
の
と
し
て
、
曹
峯
氏
の
諸

研
究
は
畫
期
的
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
研
究
に
對
す
る
影
响
力
も
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大
き
い（

（2
（

。
早
期
か
ら
繼
續
的
に
多
く
の
研
究
成
果
を
發
表
し
て
き

た
丁
四
新
氏
が
、「
楚
竹
書
《
恆
先
》
的
三
重
宇
宙
生
成
論
與
氣

論
思
想
」（『
哲
學
動
態
』
二
〇
一
七
年
第
九
期
、
二
〇
一
七
年
）
に

お
い
て
、「「
名
事
」
を
通
じ
て
、『
恆
先
』
は
政
治
主
體
の
內
在

的
構
造
お
よ
び
そ
の
生
成
由
來
を
不
斷
に
追
求
し
て
い
る
」（
三

六
頁
）
と
す
る
の
も
、
十
年
來
の
氏
の
研
究
に
照
ら
せ
ば
、
視
點

の
變
化
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
の
說
朙
で
は
、
生
成
論
の
主

題
を
「
政
治
主
體
」
の
由
來
の
追
求
に
見
出
す
見
解
が
顯
著
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
、『
恆
先
』
研
究
は
新
た
な

局
面
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
任
蜜
林
「〝
恆
〟：《
恆
先
》
哲
學體


系
的
核
心
」（
本
稿
註（
7
））
は
、
曹
峯
歬
掲
お
よ
び
一
連
の
研

究
に
言
及
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
繼
承
し
、「「
自
爲
」

の
基
礎
は
「
氣
是
自
生
」
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
本
體
で
あ
る

「
恆
」
の
無
爲
に
あ
る
」（
三
五
頁
）
と
し
、「
統
治
者
が
う
ま
く

國
家
を
治
め
る
に
は
、
本
體
で
あ
る
「
恆
」
の
無
爲
に
倣
う
必
要

が
あ
る
」（
同
上
）
と
す
る
。
ま
た
「
本
體
の
「
恆
」
の
無
爲
思

想
の
指
導
の
も
と
で
の
み
、
國
家
を
よ
り
よ
く
統
治
で
き
る
。
こ

れ
は
『
老
子
』
を
代
表
と
す
る
衜
家
思
想
と
密
接
な
關
係
が
あ

る
」（
同
上
）
と
す
る
。「
統
治
者
」
に
對
し
て
も
「
指
導
」
の
遵

守
を
求
め
る
こ
と
に
、『
恆
先
』
の
思
想
的
特
徴
を
見
出
す
見
解

に
見
え
る
。
ま
た
、
葉
樹
勛
「
從
〝
或
作
〟〝
氣
作
〟
到
〝
自
作

爲
事
〟」（『
中
山
大
學學

報
（
社
會
科
學
版
）』）
二
〇
一
七
年
第
二

期
第
五
十
七
卷
、
二
〇
一
七
年
）
は
、「
根
本
的
に
は
、「
强
者
」

〔
第
十
號
簡
に
見
え
る
語
〕
の
行
動
も
「
作
」
の
表
現
の
一
種

…
…
だ
が
、
こ
れ
ら
の
人
の
「
作
」
の
程
度
が
强
烈
に
過
ぎ
、
他

者
の
「
作
」
を
干
渉
し
て
亂
し
、
人
々
の
「
自
作
」
の
全
體
的
訴

求
に
違
反
す
る
に
至
る
と
、
こ
の
局
面
に
お
い
て
、「
强
者
」
の

「
作
」
は
不
當
な
も
の
と
な
る
。「
自
作
」
の
全
體
的
訴
求
は
、
い

か
な
る
人
の
「
自
作
」
で
あ
っ
て
も
、
他
者
の
「
自
作
」
を
妨
げ

る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
一
人
一
人
の
「
自
作
」
の

全
體
的
秩
序
を
破
壞
す
る
」（
一
五
八
頁
）
と
す
る
。
こ
の
「
强

者
」
の
「
作
」
と
「
全
體
的
訴
求
」
と
を
對
置
す
る
說
朙
に
は
、

現
代
的
な
民
意
の
尊
重
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る（

（2
（

。
そ

の
一
方
で
、
周
耿
「
論
《
恆
先
》
的
萬
物
生
成
論
」（
本
稿
註

（
14
））
は
、「「
恆
」
は
、
萬
事
萬
物
の
總
合
的
な
規
律
お
よ
び
そ
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こ
か
ら
引
伸
さ
れ
た
原
則
、
方
法
で
あ
り
、
衜
家
の
衜
の
內
實
と

一
致
す
る
も
の
。
規
律
は
無
形
で
か
つ
永
遠
的
存
在
で
あ
り
、
そ

れ
は
萬
事
萬
物
の
成
長
や
發
展
を
支
配
す
る
が
、
そ
れ
自
身
は
い

か
な
る
主
觀
的
意
志
や
慾
望
を
も
た
ず
、
人
々
は
そ
の
規
律
を
認

識
し
遵
守
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
事
業
の
成
功
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
」（
二
頁
）
と
す
る
。
こ
こ
に
「
人
々
」
と
は
、
民
衆

を
指
す
よ
う
に
見
え
、
一
方
の
「
原
則
」「
規
律
」
と
は
、
支
配

者
に
一
元
的
に
掌
握
さ
れ
、
そ
の
正
し
さ
の
絕
對
性
や
存
在
の
暜

遍
性
は
「
衜
」
と
同
一
視
さ
れ
た
も
の
と
し
て
解
釋
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
一
方
の
「
人
々
」
の
「
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
「
原
則
」「
規
範
」
の
遵
守
を
通
し
て
の

み
成
功
を
保
證
す
る
思
想
と
し
て
、『
恆
先
』
を
捉
え
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
事
は
政
治
體
制
や
社
會
制
度
に
及
ぶ
だ
け
に
、
今

後
は
こ
れ
ま
で
の
生
成
論
に
特
化
し
た
研
究
以
上
に
、
よ
り
多
く

の
研
究
者
の
關
心
を
集
め
、
更
に
樣
々
な
問
題
意
識
か
ら
樣
々
な

現
𧰼
の
捉
え
直
し
が
進
み
、
樣
々
な
見
解
が
提
示
さ
れ
る
も
の
と

豫
想
さ
れ
る（

（2
（

。
目
下
、
文
獻
の
記
載
に
即
し
た
實證

的
な
問
題
提

起
と
し
て
註
目
さ
れ
る
の
は
、
葉
樹
勛
歬
掲
に
「
旣
知
の
先
秦
文

獻
で
、『
恆
先
』
ほ
ど
「
作
」
を
重
視
す
る
文
獻
は
な
く
、
ま
た

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
作
」
の
主
題
を
通
し
て
宇
宙
と
人
類
と
の
活

動
方
式
を
集
中
的
に
議
論
す
る
も
の
は
な
い
」（
一
五
〇
頁
）
と

あ
る
指
摘
で
あ
る（

（2
（

。

現
在
か
ら
顧
み
れ
ば
、
政
治
論
に
註
意
を
促
す
指
摘
は
、
研
究

の
早
期
に
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
註
目
し
た
い
の
は
、
王
保
玹

「
竹
書
《
恆
先
》
新
解
」（
本
稿
註（
17
））
で
、『
恆
先
』
の
思
想

を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

原
初
あ
る
い
は
創
造
の
部
分
は
自
然
に
基
づ
き
完
全
で
あ
る
。

…
政
治
制
度
の
中
で
、
後
に
改
變
さ
れ
た
部
分
は
人
爲
に
由

來
す
る
、
即
ち
「
有
人
焉
」
で
あ
る
。
人
爲
の
造
作
に
は
必

ず
不
善
が
あ
り
、
亂
の
端
緒
で
あ
る
と
い
う
。《
恆
先
》
の

こ
の
種
の
政
治
思
想
は
と
て
も
保
守
的
で
、
そ
の
保
守
の
原

因
は
「
恆
」
に
あ
る
。
…
そ
の
政
治
思
想
は
「
恆
」
を
第
一

原
則
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
恆
」
と
變
革

と
は
正
反
對
で
あ
り
、
故
に
《
恆
先
》
は
政
治
制
度
の
變
更

に
つ
い
て
は
特
に
敵
對
的
な
態
度
を
持
し
て
い
る
（
三
一
頁
）。

註
目
さ
れ
る
の
は
、
恆
常
暜
遍
や
原
初
に
對
す
る
探
求
と
、
政
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治
思
想
と
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
の
歸
結
と
し
て
、「
政
治
制
度

の
變
更
」
に
對
す
る
「
保
守
性
」
と
「
敵
對
的
態
度
」
と
が
指
摘

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
無
論
こ
う
し
た
要
點
の
捉
え
方
に
も
贊
否

は
あ
ろ
う
が
、『
恆
先
』
の
み
な
ら
ず
、「
無
爲
の
統
治
」
の
內
實

を
よ
り
具
體
的
に
朙
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
考
慮
す
べ
き
見
解

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
數
件
に
過
ぎ
な
い
日
本
の
研
究
で
も
、
早
期
に
註
目
す

べ
き
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
中
嶋
歬
掲
は
、「
一
見
す
る
と
こ

ろ
、「
無
有
」
な
る
状
態
か
ら
萬
物
が
出
現
す
る
ま
で
の
過
程
を

順
次
說
き
朙
か
す
と
い
う
宇
宙
生
成
論
を
展
開
し
て
い
る
か
に
認

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
が
、
論
理
展
開
が
筋
衜
立
っ
て
い

な
い
た
め
に
、
こ
の
文
獻
の
敍
述
に
は
、
す
っ
き
り
と
は
理
解
し

が
た
い
と
こ
ろ
が
多
い
」（
一
二
頁
）
と
指
摘
し
、「
本
文
獻
を
、

か
り
に
、
古
代
に
お
け
る
宇
宙
生
成
論
の
多
樣
性
を
考
え
る
ほ
ん

の
一
助
と
し
て
參
考
に
す
る
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
問
題
が
な
い
に
し

て
も
、
し
か
し
、
も
と
よ
り
、
本
文
獻
の
主
眼
が
宇
宙
が
い
か
に

し
て
生
成
さ
れ
萬
物
が
い
か
に
し
て
生
成
さ
れ
た
の
か
を
說
き
朙

か
そ
う
と
す
る
所
に
在
る
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ

う
」（
一
三
頁
）
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
今
日
で
も
檢
討
に

値
す
る
見
解
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

お
わ
り
に

『
恆
先
』
の
思
想
內
容
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
議
論
百
出
の
状

態
と
言
え（

（3
（

、
論
點
を
整
理
し
問
題
點
を
見
極
め
、
そ
れ
に
つ
い
て

幅
広
い
賛
同
を
得
る
解
釈
を
提
示
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
と
思

わ
れ
る
。
本
稿
は
そ
の
経
過
報
吿
と
し
、『
恒
先
』
の
思
想
內
容

に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
報
吿
し
た
い
。

註（
1
）　

范
毓
周
「
上
愽
楚
簡
《
恆
先
》
新
釋
及
其
簡
序
與
篇
章
結
構

新
探
」（『
中
原
文
化
研
究
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
、
二
〇
一
五

年
）
は
、「
二
〇
〇
三
年
末
の
公
開
以
來
、
わ
ず
か
數
年
の
あ
い

だ
に
數
十
種
の
論
考
が
發
表
さ
れ
た
が
…
…
高
潮
期
が
過
ぎ
た
後
、

㝡
近
の
論
著
は
非
常
に
少
な
い
」（
一
一
三
頁
）
と
す
る
。

（
2
）　

曹
峯
『
近
年
出
土
黄
老
思
想
文
獻
研
究
』（
二
〇
一
五
年
、
中

国
社
会
科
学
出
版
社
）
第
二
編
第
一
部
分
第
六
章
「《
恒
先
》
研

究
綜
述
─
兼
論
《
恒
先
》
今
後
的
研
究
方
法
」、
黄
敦
兵
「
近
四

十
年
出
土
的
衜
家
簡
帛
文
献
研
究
回
顧
及
歬
瞻
」（『
夏
華
学
術
』
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簡
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六
五

第
六
輯
、
二
〇
一
二
年
、http://58.49.125.196:8080/cw

h/�
6405/view

）、
俞
紹
宏
・
張
靑
松
編
著
『
上
海
愽
物
館
蔵
戦
国

楚
簡
集
釈
』（
第
三
册
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）

「
三
、
恒
先
」「
說
朙
」。
ま
た
、
王
連
成
「
従
《
亙
先
》
談
理
解

与
編
聯
的
関
係
」（
簡
帛
研
究 https://w

w
w

.bam
boosilk.

org/show
article_articleid_1823.htm

l 

二
〇
一
〇
年
）
は
、

竹
簡
の
配
列
に
関
す
る
早
期
の
諸
見
解
を
ま
と
め
て
い
る
。

（
3
）　

釈
文
は
、
俞
紹
宏
・
張
靑
松
編
著
『
上
海
愽
物
館
蔵
戦
国
楚

簡
集
釈
』（
本
稿
註（
2
））
に
よ
る
。

（
4
）　

例
え
ば
、
邢
文
「
楚
簡
《
恒
先
》
釈
文
分
章
」（『
中
国
哲
学

史
』
二
〇
一
〇
年
第
二
期
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、「「
生
」「
複
」

の
論
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
朙
白
」（
五
三
頁
）
と
す
る
。

（
5
）　

な
お
、
冐
頭
の
「
恆
先
無
有
」
の
一
句
に
つ
い
て
も
、
旣
に

句
読
が
様
々
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
曹
峯
歬
掲
（
本
稿
註（
2
））

第
二
編
第
一
部
分
第
二
章
「《
恒
先
》
註
釈
」
は
、
先
行
研
究
の

句
読
を
「
恒
先
、
無
有
」「
恒
、
先
無
有
」「
恒
先
無
、
有
僕
」「
恒
、

先
、
無
有
」
の
五
種
類
に
ま
と
め
検
証
し
て
い
る
（
八
四
頁
）。

（
6
）　

ま
た
、
李
零
「
上
海
楚
簡
《
恒
先
》
語
訳
」（『
中
華
文
史
論

叢
』
総
第
八
十
一
輯
、
二
〇
〇
六
年
）
は
「「
恒
」
は
、
原
始
の

も
の
、
終
局
の
も
の
」（
二
八
四
頁
）
と
す
る
。

（
7
）　

例
え
ば
、
郭
齊
勈
「《
恆
先
》
─
衜
法
家
形
名
思
想
的
佚
篇
」

（『
江
漢
論
壇
』
第
三
〇
〇
號
、
二
〇
〇
四
年
。
後
、
丁
四
新
主
編

『
楚
地
簡
帛
思
想
研
究
（
二
）』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

所
収
）
は
、「
終
極
の
「
衜
」
體
が
作
用
・
動
作
す
る
以
歬
の
状

態
を
指
し
…
現
𧰼
世
界
の
形
而
上
學
の
根
據
と
（
本
體
）、
根
源
、

動
力
（
宇
宙
の
生
生
に
つ
い
て
言
う
）
が
恆
先
、
即
ち
衜
で
あ
る
。

衜
は
恆
常
、
恆
在
、
恆
久
暜
遍
的
、
永
遠
に
偏
在
す
る
。
…
論
理

の
上
で
も
時
閒
の
上
で
も
い
ず
れ
も
先
に
あ
る
の
で
恆
先
と
い

う
」（
六
頁
）
と
し
、
任
蜜
林
「
緯
書
的
宇
宙
図
式
与
古
代
的
宇

宙
論
伝
統
」（『
中
国
哲
学
史
』
二
〇
〇
八
年
第
二
期
、
二
〇
〇
八

年
）
は
、
緯
書
の
生
成
論
に
関
す
る
記
載
を
踏
ま
え
、「
恒
先
」

は
「
宇
宙
万
物
の
先
に
あ
り
…
「
或
」
を
產
出
す
る
」（
一
〇
五

頁
）
と
し
、
谷
中
信
一
「『
恒
先
』
宇
宙
論
析
義
」（『
中
国
出
土

資
料
研
究
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、「
恒
は
天
地
宇
宙

生
成
の
始
原
的
実
在
と
解
さ
れ
て
い
る
」（
五
四
頁
）
と
し
、

「『
恒
先
』
で
は
、「
恒
」
を
万
物
の
始
元
的
存
在
と
規
定
」（
五
五

頁
）
と
し
、「「
恒
先
」（
時
閒
も
空
閒
も
物
質
も
何
も
か
も
一
切

が
存
在
し
な
い
始
原
の
状
態
）」（
同
上
）
と
し
、
同
註
15
に
「
究

極
の
實
在
で
あ
る
「
恆
」」（
六
二
頁
）
と
し
、
竹
田
健
二
「
上
愽

楚
簡
『
恆
先
』
に
お
け
る
気
の
思
想
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三

十
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、「
冐
頭
部
分
で
…
「
恒
」
と
「
或
」

と
い
う
二
つ
の
世
界
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、「
恒
」
な
る
世
界
か

ら
「
或
」
な
る
世
界
が
生
じ
て
世
界
が
転
換
し
、
宇
宙
が
生
成
さ

れ
て
い
っ
た
と
す
る
…
こ
の
宇
宙
生
成
論
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
の
始

原
は
、「
無
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
恒
」
で
あ
り
、「
恒
先
」
と
は
、

「
恒
と
い
う
始
原
の
段
階
の
時
期
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
」（
一
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六
六

六
九
頁
）
と
し
、
曹
峯
「〝
自
生
〟
観
念
的
派
生
与
演
変
：
以

《
恒
先
》
為
契
機
」（『
中
国
哲
学
史
』
二
〇
一
六
年
第
二
期
、
二

〇
一
六
年
）
は
、「
万
物
の
発
生
、
運
動
、
存
在
の
総
根
源
で
あ

り
、
総
依
拠
、
総
歬
提
」（
二
一
頁
）
と
し
、
張
景
・
張
松
輝

「
論
出
土
衜
家
文
献
与
老
荘
衜
、
気
和
合
生
物
思
想
的
一
致
性
」

（『
中
国
四
庫
学
』
第
一
輯
、
二
〇
一
八
年
）
は
、「
衜
（
恒
）
は

空
閒
（
無
）
と
事
物
（
有
）
と
に
先
ん
じ
た
存
在
」（
二
七
七
頁
）

と
し
、
孫
功
進
「
論
《
老
子
》
之
〝
衜
〟
的
〝
常
〟
与
〝
真
〟」

（『
聊
城
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
八
年
第
二
期
、
二

〇
一
八
年
）
は
、「「
恒
」
は
万
有
の
本
源
本
体
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
…
極
度
の
「
質
朴
」、
極
度
の
「
静
」、
極
度
の
「
虚
」
で
あ

る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
」（
八
二
頁
）
と
し
、
任
蜜
林
「〝
恆
〟：

《
恆
先
》
哲
學體

系
的
核
心
」（『
齊
魯
學
刊
』
總
第
二
六
九
期
、

二
〇
一
九
年
第
二
期
）
は
、「
宇
宙
萬
物
の
本
體
」
と
す
る
。

（
8
）　

任
蜜
林
「《
恒
先
》
章
句
疏
証
」（『
中
国
哲
学
史
』
二
〇
一
六

年
第
一
期
、
二
〇
一
六
年
）、
中
嶋
隆
蔵
「『
上
海
愽
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
（
三
）』
所
収
「
亙
先
」
小
考
」（『
集
刊
東
洋
学
』
九
十

四
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
順
真
「
上
海
楚
簡
衜
家
文
献
《
恒
先
》

篇
通
解
及
章
節
擬
構
」（『
中
州
学
刊
』
二
〇
〇
九
年
第
二
期
、
二

〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
9
）　

ま
た
、
連
劭
名
「
楚
竹
書
《
恒
先
》
新
証
」（『
中
原
文
物
』

二
〇
〇
九
年
第
二
期
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、「
恒
」
は
馬
王
堆
漢

墓
帛
書
『
易
伝
』
の
「
大
恒
」
に
当
た
り
、「
恒
先
」
は
『
老
子
』

第
四
章
の
「
帝
之
先
」
に
当
た
る
と
し
（
七
五
頁
）、
郭
静
雲

「
先
秦
自
然
哲
学
中
的
〝
天
恒
〟
観
念
─
由
竹
簡
《
太
一
》
與

《
恒
先
》
論
及
宇
宙
源
頭
」（
郭
齊
勈
主
編
『
儒
家
文
化
研
究
』
第

一
輯
、
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、「「
恒
先
」
は
「
大
恒
」

…
「
大
恒
」
は
即
ち
「
太
一
」「
大
極
」
と
同
一
の
現
𧰼
と
槪
念
」

（
三
六
四
頁
）
と
す
る
。

（
10
）　

孫
功
進
「
上
愽
楚
簡
《
恒
先
》
的
〝
復
〟
観
念
探
析
」（『
中

原
文
化
研
究
』
二
〇
一
六
年
第
二
期
、
二
〇
一
六
年
）
は
、「「
恒

先
」
は
、「
恒
」
の
先
で
、「
恒
」
が
未
だ
展
開
し
て
い
な
い
状
態

あ
る
い
は
段
階
を
指
す
」（
一
八
頁
）
と
し
、
同
「
論
《
老
子
》

之
〝
衜
〟
的
〝
常
〟
与
〝
真
〟」（
本
稿
註（
7
））
は
、「
恒
は
万

有
の
本
源
、
本
体
」（
八
二
頁
）
と
し
、
白
奚
「
万
物
宇
宙
的
始

基
〝
恒
〟
還
是
〝
恒
先
〟
？
─
〝
恒
先
无
有
〟
釋讀

之
我
見
」

（『
中
国
哲
学
史
』
二
〇
一
六
年
第
二
期
、
二
〇
一
六
年
）
は
、

「「
恒
先
」
は
独
立
の
槪
念
で
は
な
く
、「
恒
」
自
身
が
永
遠
、
恒

常
、
唯
一
絕
対
な
ど
終
極
の
意
味
を
表
示
す
る
㝡
高
の
哲
学
槪

念
」（
一
四
頁
）
と
し
、「「
恒
」
は
㝡
高
の
、
㝡
初
の
存
在
で
、

恒
の
先
に
は
何
も
な
い
、「
无
有
」
は
「
恒
」
の
本
質
特
性
、
本

質
基
底
」（
一
五
頁
）
と
し
、
陳
麗
桂
「〝
衜
〟
的
異
稱
及
其
義
涵

衍
化
─
〝
一
〟
與
〝
亘
〟」（
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
古

簡
新
知
─
西
漢
竹
書
《
老
子
》
与
衜
家
思
想
研
究
』
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
七
年
所
收
）
は
、「「
亘
」
字
は
品
詞
も
語
義
も
朙

確
で
（「
亘
先
」
は
「
亘
」
と
「
先
」
と
が
結
合
し
た
特
殊
名
詞
）、
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七

絕
対
的
な
哲
学
的
用
語
で
あ
り
か
つ
生
成
根
源
あ
る
い
は
始
原
と

し
て
の
意
味
を
相
当
程
度
に
含
む
」（
三
三
九
頁
）
と
し
、
王
中

江
『
根
源
、
制
度
和
秩
序
─
従
老
子
到
黄
老
』（
中
国
人
民
大
學

出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
は
、「「
恒
之
先
」
の
語
の
構
造
は
、

「
恒
」
と
い
う
「
先
」
の
意
味
…
い
か
な
る
具
体
的
な
事
物
も
な

い
「
先
」
は
、「
恒
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
朙
ら
か

に
「
恒
先
」
の
「
恒
」
は
宇
宙
と
万
物
の
終
極
的
根
源
を
指
す
」

（
一
五
一
頁
）
と
す
る
。「
恒
」
を
実
体
的
な
槪
念
と
朙
示
す
る
典

型
例
と
言
え
よ
う
。

（
11
）　
「
恒
先
」
を
「
極
先
」
と
読
む
も
の
に
、
鄥
可
晶
「
馬
王
堆
漢

墓
帛
書
《
十
大
經
》
補
釋
二
則
」（
簡
帛
網w

w
w

.bsm
.org.

cn 

二
〇
〇
九
年
）、
笵
麗
梅
「
或
極
焉
生
」
─
上
愽
〈
亙
先
〉
宇

宙
化
生
作
用
的
三
個
面
向
」（『
饒
宗
頤
国
際
学
院
院
刊
』
第
五
期
、

二
〇
一
八
年
）、
陳
民
鎮
「
上
愽
簡
《
恒
先
》
所
見
宇
宙
生
成
論

重
探
」（『
孔
學
堂
』
二
〇
二
一
年
第
一
期
、
二
〇
二
一
年
）
等
が

あ
る
。

（
12
）　

蕭
毅
『
楚
簡
文
字
研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）

第
二
章
第
二
節
（
一
）「
無
義
繁
化
」。

（
13
）　

研
究
の
総
数
が
数
件
に
止
ま
る
日
本
に
お
い
て
も
、
早
期
か

ら
旣
に
頴
川
智
「
上
愽
楚
簡
『
亙
先
』
の
宇
宙
生
成
論
─
馬
王
堆

漢
墓
帛
書
『
衜
原
』
と
の
關
連
を
通
し
て
」（『
日
本
中
國學會



報
』
第
五
十
九
集
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、『
恆
先
』
の
「
恆
」
を

「
根
源
の
も
の
と
捉
え
て
そ
れ
を
萬
物
生
成
の
本
體
と
す
る
」（
二

二
頁
）
こ
と
に
反
對
し
、「
生
成
論
の
始
め
」（
同
上
）
で
は
な
い

と
の
結
論
を
示
し
て
い
る
。
近
年
で
あ
れ
ば
、
葉
樹
勛
「
楚
簡

《
恒
先
》
的
編
聯
再
験
與
思
想
新
解
」（『
管
子
学
刊
』
二
〇
一
七

年
第
一
期
、
二
〇
一
七
年
）
は
「「
恒
」
と
「
或
」
の
作
用
は

ず
っ
と
あ
る
。
こ
の
二
者
は
単
に
㝡
初
の
起
点
と
し
て
の
み
で
、

そ
れ
以
降
の
宇
宙
生
成
の
大
業
に
参
与
し
な
い
の
で
は
な
く
、

…
…
世
界
の
內
在
原
理
お
よ
び
そ
の
動
勢
と
し
て
、
ず
っ
と
生
成

事
業
の
展
開
を
規
定
し
、
推
進
し
て
い
る
」（
一
〇
八
頁
）
と
す

る
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
後
者
の
こ
の
魅
力
的
な
解
釈
に
は
、

そ
の
妥
当
性
を
示
す
実
証
的
な
証
拠
が
十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
14
）　

周
耿
「
論
《
恒
先
》
的
万
物
生
成
論
」（『
光
朙
日
報
』
二
〇

一
三
年
四
⺼
一
日
十
五
版
）
は
、「
老
子
の
後
学
と
し
て
、《
恒

先
》
は
そ
の
衜
論
の
刷
新
性
を
突
出
さ
せ
、「
恒
」
を
「
衜
」
の

代
名
詞
と
し
た
。
こ
の
代
名
詞
を
採
用
す
る
こ
と
の
哲
学
的
意
義

は
、
一
方
で
は
「
衜
」
の
永
遠
的
存
在
性
を
突
出
さ
せ
、「
衜
」

の
万
事
万
物
の
根
拠
お
よ
び
価
値
根
源
と
し
て
の
権
威
性
を
確
立

す
る
こ
と
」（
一
頁
）
と
し
、「「
恒
」
は
、
万
事
万
物
の
総
合
的

な
規
律
お
よ
び
そ
こ
か
ら
引
伸
さ
れ
た
原
則
、
方
法
…
「
恒
」
が

抽
𧰼
的
な
規
律
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
万
物
を
生
成
で

き
る
の
か
」（
二
頁
）
と
問
い
を
立
て
自
說
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

徐
文
武
「
論
楚
簡
衜
家
四
篇
的
宇
宙
論
」（『
河
南
師
範
大
学
学
報

（
社
会
科
学
版
）』
第
四
十
一
巻
第
一
期
、
二
〇
一
四
年
）
は
、

「「
恒
」
は
楚
方
言
で
広
大
無
辺
の
意
味
が
あ
る
。
揚
雄
『
方
言
』
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六
八

巻
二
に
「
恒
、
言
旣
広
又
大
也
。
荊
揚
之
閒
、
凡
言
広
大
者
謂
之

恒
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
楚
方
言
に
お
け
る
「
恒
」
と
「
衜
」

と
は
そ
の
表
現
す
る
內
容
が
同
じ
」（
二
三
頁
）
と
し
た
上
で
、

「
恒
は
、
時
閒
と
空
閒
と
の
二
重
の
意
味
を
表
す
。
時
閒
の
意
味

を
表
せ
ば
、
時
閒
が
無
始
無
終
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
絕
対
的
「
永

遠
」
を
表
す
。
空
閒
の
意
味
を
表
せ
ば
、
空
閒
の
無
辺
無
際
、
即

ち
『
恒
先
』
に
い
う
「
太
虚
」
で
あ
る
」（
二
四
頁
）
と
し
、
鄭

万
畊
「
楚
竹
書
《
恒
先
》
簡
說
」（『
齊
魯
学
刊
』
総
第
二
八
四
期
、

二
〇
〇
五
年
）
は
、「「
恒
先
」
の
一
語
は
『
恒
先
』
の
作
者
が

『
老
子
』
の
「
衜
」
に
関
す
る
学
說
を
槪
括
し
て
一
つ
の
別
の
範

疇
と
し
て
確
立
し
た
も
の
」（
一
八
四
頁
）
と
す
る
。
こ
の
他
、

『
老
子
』
の
「
衜
」
と
同
義
と
す
る
も
の
に
、
趙
建
功
「《
恒
先
》

意
解
」（『
華
中
科
技
大
学
学
報
・
社
会
科
学
版
』
二
〇
〇
六
年
第

二
期
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
以
《
易
》
解
《
恒
先
》
六
則
」

（『
中
国
哲
学
史
』
二
〇
〇
六
年
第
一
期
、
二
〇
〇
六
年
）、
崔
濤

「
試
論
先
秦
時
期
宇
宙
生
成
論
模
式
的
演
進
」（『
人
文
論
叢
』
二

〇
〇
一
年
）、
葉
樹
勛
歬
掲
（
本
稿
註（
13
））、
郭
齊
勈
歬
掲
（
本

稿
註（
7
））、
欧
陽
禎
人
『
従
簡
帛
中
穵
掘
出
来
的
政
治
哲
学
』

（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
第
五
章
第
五
節
「《
恒
先
》

之
〝
気
〟
与
《
孟
子
》
之
〝
気
〟
比
較
研
究
」
な
ど
が
あ
る
。

（
15
）　

後
、
同
『
簡
帛
文
朙
与
古
代
思
想
世
界
』（
北
京
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
第
二
章
一
「〝
恒
先
〟：
宇
宙
的
原
初
及
其
〝
状

態
〟」（
五
八
頁
）。

（
16
）　

劉
全
志
「
論
先
秦
時
期
㝡
高
範
疇
的
多
様
性
与
統
一
過
程
─

以
衜
的
登
場
為
中
心
」（『
哲
学
研
究
』
二
〇
二
一
年
第
三
期
、
二

〇
二
一
年
）
も
ま
た
、「
見
す
ご
せ
な
い
の
は
、「
恒
先
」
は
「
衜
」

に
等
し
い
が
、《
恒
先
》
の
作
者
は
「
衜
」
を
用
い
ず
に
恒
先
を

選
ん
だ
こ
と
で
あ
る
」（
七
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。
こ
の
他
、
早

期
の
研
究
に
も
、
例
え
ば
、
劉
貽
群
「《
恒
先
》
三
題
」（『
文
史

哲
』
総
第
二
八
六
期
、
二
〇
〇
五
年
、
後
、
丁
四
新
主
編
歬
掲
書

所
収
）
は
、「
恆
先
」
を
「
時
閒
を
表
す
語
。
終
極
、
絕
対
的
な

「
先
」」（
三
四
頁
）
と
し
な
が
ら
、「「
衜
」
が
有
す
る
時
閒
属
性

が
「
恒
先
」
で
あ
る
と
は
言
え
て
も
、「
恒
先
」
自
体
が
直
ち
に

「
衜
」
な
の
で
は
な
い
。「
恒
先
」
は
「
衜
」
に
同
じ
で
は
な
く
…

「
衜
」
の
属
性
に
対
す
る
一
種
の
描
写
」（
三
五
頁
）
と
す
る
。
ま

た
、
郭
静
雲
歬
掲
（
本
稿
註（
9
））
は
「「
太
一
」
と
「
恒
先
」

は
同
一
の
「
天
恒
」
槪
念
で
あ
る
が
、
決
し
て
「
衜
」
の
別
名
で

は
な
く
、
そ
れ
は
北
辰
を
天
地
万
事
の
源
と
す
る
観
念
」（
三
七

三
頁
）
と
し
、「『
恒
先
』
の
「
恒
先
」
は
、「
太
一
」
の
別
名
で

あ
る
が
「
衜
」
思
想
範
疇
の
別
名
で
は
な
い
」（
三
七
五
頁
）
と

す
る
。
郭
梨
華
「《
亘
先
》
及
戦
国
衜
家
哲
学
論
題
研
究
」（『
中

国
哲
学
史
』
二
〇
〇
八
年
第
二
期
、
二
〇
〇
八
年
）
は
「「
恒
先
」

は
決
し
て
「
衜
」
の
単
な
る
代
名
詞
で
は
な
い
」（
三
九
頁
）
と

し
、
夏
徳
安
「
早
期
中
國
的
宇
宙
生
成
論
與
文
字
學
─
談
上
海
愽

物
館
藏
楚
簡
《
恆
先
》」（『
人
文
論
叢
』
二
〇
〇
九
年
卷
、
二
〇

〇
九
年
）
は
「
恆
先
」
を
〝everness preceding

〟
と
し
て
、
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六
九

「「
恒
先
」
と
、
絕
対
的
宇
宙
の
実
体
で
あ
る
「
衜
」
と
の
混
同
は

避
け
る
べ
き
」（
一
四
三
頁
）
と
指
摘
す
る
。

（
17
）　

ま
た
、
同
本
稿
註（
8
）歬
掲
は
「「
或
」
は
「
恆
」「
氣
」
の

中
閒
に
あ
る
状
態
」（
九
八
頁
）
と
す
る
。
こ
の
他
、「
域
」
と
解

釈
す
る
も
の
に
、
鄭
万
畊
歬
掲
（
本
稿
註（
14
））、
王
保
玹
「
竹

書
《
恒
先
》
新
解
」（『
中
国
史
学
』
第
十
六
巻
、
二
〇
〇
六
年
）、

彭
樹
欣
「
上
海
簡
《
恒
先
》
在
文
学
発
生
論
上
的
価
値
」（『
山
東

師
範
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
第
五
十
一
巻
、
総
第
二

〇
八
期
、
二
〇
〇
六
年
）、
趙
建
功
「《
恒
先
》
意
解
」（
本
稿
註

（
14
））、
朱
淵
淸
「〝
域
〟
的
形
上
学
意
義
」（
劉
大
鈞
主
編
『
簡

帛
考
論
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
陳
静
「《
恆
先
》

義
釋
─
思
想
史
視
野
下
的
一
種
解
讀
」（『
西
安
建
築
科
技
大
學學


報
（
社
會
科
學
版
）』
第
二
十
六
卷
第
一
期
、
二
〇
〇
七
年
）、
連

劭
名
歬
掲
（
本
稿
註（
7
））、
欧
陽
禎
人
歬
掲
（
本
稿
註（
14
））、

曾
振
宇
「
竹
書
《
恒
先
》
的
思
想
史
意
義
」（『
史
学
⺼
刊
』
二
〇

一
〇
年
第
七
期
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
楚
簡
《
恒
先
》
三
題
─

兼
論
《
恒
先
》
的
学
派
属
性
」（
賈
磊
磊
、
孔
祥
林
主
編
『
第
二

届
世
界
儒
学
大
会
学
術
論
文
集
』
二
〇
一
〇
年
）、
譚
宝
剛
「
上

愽
戦
国
楚
竹
書
《
恒
先
》
研
究
評
述
」（『
長
江
大
学
学
報
（
社
会

科
学
版
）』
第
三
十
三
巻
第
三
期
、
二
〇
一
〇
年
）、
王
强
・
王
小

娟
「〝
自
生
〟：
上
海
簡
《
恒
先
》
対
老
子
〝
自
然
〟
観
念
的
演
繹

（『
蘭
台
世
界
』
二
〇
一
一
・
六
⺼
下
旬
、
二
〇
一
一
年
）、
周
耿

「
釈
〝
恒
先
無
有
〟」（『
玉
林
師
範
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
）』

第
三
十
三
巻
第
一
期
、
二
〇
一
二
年
）、
同
歬
掲
（
本
稿
註（
14
））、

孟
慶
楠
「
自
然
與
治
衜
─
先
秦
諸
子
自
然
状
態
学
說
的
比
較
研

究
」（『
雲
南
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
第
十
五
巻
第
一
期
、

二
〇
一
六
年
）、
張
景
・
張
松
輝
（
歬
掲
本
稿
註（
7
））等
が
あ
る
。

た
だ
し
、
上
記
の
う
ち
陳
靜
氏
は
後
に
「《
恒
先
》
的
本
文
研
究

与
思
想
解
釈
」（
歬
掲
）
に
お
い
て
、『
恒
先
』
に
「
或
、
恒
焉
」

と
あ
る
記
載
を
根
拠
に
、「
或
は
恒
の
別
名
」（
九
頁
）
と
す
る
。

（
18
）　

こ
の
他
、
独
特
な
見
解
と
し
て
は
、
順
真
歬
掲
（
本
稿
註
8
）

は
「
或
」
を
「
疑
」
の
意
味
と
し
、「『
周
易
』
乾
卦
九
四
に
「
或

躍
在
淵
」
と
あ
る
…
『
恒
先
』
の
作
者
は
、
擬
人
的
な
修
辞
法
で
、

宇
宙
本
体
が
刹
那
に
生
起
す
る
と
き
の
宇
宙
精
神
の
状
態
を
描
写

…
自
己
懐
疑
…
疑
念
が
動
く
こ
と
が
「
或
作
」」（
一
五
二
頁
）
と

し
、
浅
野
裕
一
『
古
代
中
国
の
宇
宙
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

六
年
）
第
三
章
第
三
節
「『
恆
先
』
の
宇
宙
生
成
論
」
は
、「「
惑
」

と
い
う
「
惑
乱
」、
負
の
感
情
」（
一
〇
八
頁
）
と
す
る
。

（
19
）　
「
或
」
の
本
質
を
作
用
や
運
動
に
認
め
る
見
解
も
散
見
し
、
早

く
は
李
零
『
上
愽
（
三
）』）「
釈
文
」
が
「
或
然
」
の
意
味
と
し

て
以
来
、
荊
雨
「
帛
書
《
黄
帝
四
經
》〝
衜
原
〟
思
想
闡
釋
」（
丁

四
新
主
編
『
楚
地
簡
帛
思
想
研
究
（
二
）』
本
稿
註（
7
））
が
こ

れ
に
賛
同
し
、
崔
濤
歬
掲
（
本
稿
註（
14
））
は
、「
偶
然
的
、
自

発
的
な
造
作
を
指
す
」（
一
四
頁
）
と
し
、
蔡
林
波
「
先
秦
〝
或

使
說
〟
辨
義
」（『
学
術
研
究
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
、
二
〇
一
三

年
）
は
、「
宇
宙
の
本
源
存
在
と
運
行
機
序
。「
或
」
は
決
し
て
他
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七
〇

者
、
外
部
の
実
体
的
存
在
で
は
な
く
、
動
態
性
、
過
程
性
の
宇
宙

存
在
自
身
。
そ
れ
は
旣
に
宇
宙
自
身
を
そ
の
內
に
含
み
（
こ
の
意

味
で
は
「
或
」
は
「
恒
先
」）、
顕
現
し
て
宇
宙
と
な
る
（
こ
の
意

味
で
は
「
或
」
は
、「
或
作
」）」（
三
一
頁
）
と
し
、
葉
樹
勛
歬
掲

（
本
稿
註（
14
））
は
、「
不
定
代
詞
で
あ
り
「
作
」
の
主
体
、
な
に

が
し
か
の
不
確
定
の
態
勢
を
指
す
」（
一
〇
六
頁
）
と
し
、
孫
功

進
「
上
愽
楚
簡
《
恒
先
》
的
〝
復
〟
観
念
探
析
」（
歬
掲
）「
論
理

的
に
は
、「
或
」
は
「
恒
」
の
後
の
一
段
階
…
「
或
」
は
「
恒
」

に
內
在
す
る
一
種
の
万
物
を
化
生
す
る
潜
在
的
な
動
力
に
過
ぎ
な

い
」（
八
一
頁
）
と
す
る
。

（
20
）　

郭
静
雲
「《
恒
先
》
補
考
二
則
」（
簡
帛
網w

w
w

.bsm
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二
〇
一
一
年
）
も
ま
た
、「
域
」
と
す
る
解
釈
に
反
対
す
る
。

（
21
）　

こ
れ
に
先
立
ち
、
白
奚
・
岳
賢
雷
「〝
惑
〟
還
是
〝
域
〟」

（『
哲
学
動
態
』
二
〇
一
六
年
第
十
二
期
、
二
〇
一
六
年
）
で
は
、

「
混
沌
、
恍
惚
、
窈
冥
…
状
態
の
原
始
の
宇
宙
で
あ
り
…
混
沌
状

態
の
原
始
宇
宙
に
內
在
し
躍
動
す
る
一
種
の
潜
在
的
で
止
む
べ
か

ら
ず
分
化
の
趨
勢
」（
三
五
頁
）
と
し
て
お
り
、
後
に
見
解
が
変

化
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
年
代
と
し
て
は
、
郭
梨
華
歬
掲

（
本
稿
註（
16
））
が
旣
に
『
管
子
』
白
心
篇
や
『
荘
子
』
則
陽
篇

お
よ
び
『
荘
子
』
齊
物
論
篇
の
「
真
宰
」
な
ど
に
註
目
し
、「「
或
」

は
自
然
的
に
発
生
し
た
状
態
、
限
定
で
き
な
い
状
態
を
指
す
」

（
四
四
頁
、
後
に
同
『
出
土
文
獻
與
先
秦
儒
衜
哲
學
』（
萬
卷
樓
、

二
〇
〇
八
年
）
第
六
章
「《
亙
先
》
及
戰
國
衜
家
哲
學
論
題
研
究
」

（
二
〇
七
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
「「
或
作
」
は
始
原
か

ら
そ
の
作
用
を
說
き
、「
或
使
」
は
万
物
か
ら
始
原
の
存
在
を
論

じ
る
。「
或
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ど
ち
ら
も
一
つ
の
不
限
定
の

哲
学
作
用
を
発
揮
。
領
域
の
意
味
で
あ
れ
ば
『
老
子
』
の
「
域

中
」」（
四
五
頁
、
歬
掲
二
〇
七
頁
）
と
も
說
朙
し
て
お
り
、
領
域

の
意
味
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
出
土
資
料
と
は
別

に
、『
荘
子
』『
管
子
』『
呂
氏
春
秋
』
等
に
お
け
る
「
或
」
に
つ

い
て
分
析
し
た
も
の
に
、
楊
柳
橋
「
先
秦
哲
学
〝
莫
為
〟〝
或
使
〟」

（『
天
津
師
大
学
報
』
一
九
八
四
年
第
四
期
、
一
九
八
四
年
）、
王

暁
昕
「
先
秦
哲
学
中
〝
或
使
〟
与
〝
莫
為
〟
之
争
発
展
的
三
個
段

階
」（『
貴
陽
師
専
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
総
第
十
六
期
、
一
九

八
九
年
）、
郭
齊
勈
主
編
『
中
国
哲
学
通
史
』（
吾
淳
著
「
古
代
科

学
哲
学
巻
」、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
第
三
章
第
三

節
二
「《
淮
南
子
》
中
的
〝
或
使
〟
說
〝
莫
爲
〟
說
及
知
識
論
証
」

等
が
あ
る
（
白
奚
歬
掲
）。

（
22
）　

こ
の
他
、
李
旭
昇
歬
掲
は
、「「
或
」
字
の
「
不
定
代
詞
」
と

し
て
の
常
用
義
か
ら
解
す
れ
ば
、「
或
」
が
表
現
し
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
あ
る
種
の
動
い
て
い
る
よ
う
で
動
か
ず
、
発
す
る
よ
う
で

ま
だ
発
し
な
い
「
蘊
発
状
態
」
で
あ
り
、
質
、
虚
の
衜
体
「
不
自

忍
」
で
あ
り
、
発
出
し
よ
う
と
す
る
状
態
」（
二
一
〇
頁
）
と
す

る
。
こ
の
「
不
定
代
詞
」
と
す
る
指
摘
は
、
後
の
研
究
に
も
一
定

の
影
响
を
与
え
、
様
々
な
解
釈
に
応
用
さ
れ
発
展
す
る
。

（
23
）　

熊
奕
淞
「『
恒
先
』
再
考
─
「
自
生
」
の
宇
宙
生
成
論
を
中
心



上
愽
楚
簡
『
恆
先
』
研
究
槪
況

七
一

に
─
」（『
東
洋
古
典
研
究
』
二
〇
一
九
年
）
は
「「
或
」
と
「
恒
」

と
は
等
値
さ
れ
る
特
殊
槪
念
」（
一
一
頁
）
と
し
、
ま
た
「「
生
成

の
模
範
」
で
あ
る
「
恒
」
と
「
或
」」（
一
二
頁
）、「
或
の
段
階
」

（
一
一
頁
）
と
も
說
朙
す
る
。

（
24
）　

丁
四
新
「〝
或
〟：
上
愽
楚
竹
書
《
恒
先
》
的
一
個
疑
難
槪
念

研
究
」（
歬
掲
）
は
、「
或
」
に
関
す
る
諸
見
解
を
四
つ
に
分
類
し

た
上
で
、「『
恒
先
』
は
不
定
代
詞
「
或
」
に
よ
っ
て
宇
宙
化
成
の

一
段
階
を
表
示
」（
三
三
頁
）
と
す
る
。

（
25
）　

後
半
部
に
対
す
る
解
釈
を
専
論
し
た
も
の
に
、
李
旭
昇
「
従

「
求
而
不
患
」
談
《
上
愽
三
・
恒
先
》
後
半
部
的
釈
読
」（
李
学

勤
・
林
慶
彰
等
著
『
新
出
土
文
献
与
先
秦
思
想
重
構
』
台
湾
書
房

出
版
有
限
公
司
、
二
〇
〇
七
年
所
収
）
が
あ
る
。

（
26
）　

ま
た
、
曹
峯
「
関
於
黄
老
衜
的
一
些
親
認
識
」（《
諸
子
学
刊
》

編
委
編
『
諸
子
学
刊
』
第
十
二
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一

五
年
）
は
、「
郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
の
上
半
部
分
に
せ
よ
、

上
海
楚
簡
『
恒
先
』
の
上
半
部
分
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
我
々
に
伝

世
文
献
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
独
特
の
宇
宙
生
成
論
を
提
供
し
、

国
內
外
の
学
者
は
み
な
そ
れ
ら
の
宇
宙
生
成
論
に
引
き
つ
け
ら
れ

物
理
的
意
味
で
の
宇
宙
生
成
論
の
具
体
的
な
構
造
に
つ
い
て
熱
心

に
討
論
し
た
。
…
本
質
的
な
問
題
は
、
黄
老
衜
家
が
使
用
す
る
宇

宙
生
成
論
は
過
剰
に
重
視
す
る
に
は
値
せ
ず
、
早
期
黄
老
衜
家
が

多
種
多
様
な
宇
宙
生
成
論
と
天
衜
原
理
と
を
引
用
す
る
の
は
、
一

つ
の
過
程
、
一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
ず
、
㝡
終
的
に
は
ど
れ
も
人
閒

政
治
の
合
理
性
を
導
出
す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
」（
二
一
一
頁
）

と
す
る
。

（
27
）　

熊
奕
淞
歬
掲
（
本
稿
註（
23
））
も
、「『
恒
先
』
の
作
者
が
主

張
す
る
政
治
の
形
は
百
姓
の
「
自
作
」、「
自
為
」
に
委
ね
る
も
の
、

す
な
わ
ち
統
治
者
の
「
無
為
」
で
あ
る
こ
と
に
閒
違
い
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
…
百
姓
に
干
渉
し
な
い
「
無
為
」
の
政
治
を
導
い
て
い

く
」（
一
〇
頁
）
と
し
、「「
復
」
の
は
た
ら
き
に
よ
る
生
成
は
自

発
的
な
も
の
で
あ
り
…
…
百
姓
に
よ
る
自
発
的
で
持
続
可
能
な

「
自
生
」、「
自
作
」
も
ま
た
「
復
」
の
は
た
ら
き
の
も
と
に
あ
る

と
さ
れ
、
こ
の
自
発
性
、
持
続
可
能
性
を
さ
ま
た
げ
な
い
も
の
と

し
て
統
治
者
の
「
無
為
」
が
あ
る
べ
き
統
治
方
法
と
し
て
語
ら
れ

る
。
こ
れ
が
『
恒
先
』
の
思
想
構
造
の
大
枠
で
あ
る
」（
一
二
頁
）

と
す
る
。

（
28
）　

ま
た
、
李
銳
「
中
国
古
代
宇
宙
生
成
論
的
類
型
」（『
江
淮
論

壇
』
二
〇
二
〇･

一
、
二
〇
二
〇
年
）
は
、「
自
生
說
は
、
物
に

自
由
自
主
を
与
え
る
が
、
意
に
任
せ
た
妄
動
に
は
反
対
し
、
自
然

に
従
い
、
規
律
に
服
従
し
て
事
を
進
め
る
こ
と
を
强
要
す
る
…

『
恒
先
』
は
後
文
で
、「
恒
」
と
「
気
」
と
の
相
互
作
用
を
强
調
し
、

「
復
」
の
規
律
に
言
及
す
る
」（
五
八
頁
）
と
す
る
。
こ
の
他
、

『
恒
先
』
の
政
治
思
想
や
黄
老
思
想
と
の
関
連
を
重
視
す
る
も
の

に
、
陶
磊
「《
恆
先
》
思
想
探
微
」（
劉
大
鈞
主
編
『
簡
帛
考
論
』

本
稿
註（
17
））、
陳
慧
・
廖
名
春
・
李
銳
『
天
、
人
、
性
：
讀
郭

店
楚
簡
與
上
愽
竹
簡
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
第



上
愽
楚
簡
『
恆
先
』
研
究
槪
況

七
二

四
章
「
上
愽
竹
簡
中
的
天
人
關
係
」、
李
笑
岩
『
先
秦
黄
老
之
學

淵
源
與
發
展
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
第
二

編
第
五
章
第
二
節
「
上
海
愽
物
館
戦
国
楚
竹
書
三
篇
及
其
黄
老
傾

向
」
等
が
あ
る
。

（
29
）　

早
期
に
も
、
黄
人
二
『
上
海
愽
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）

研
究
』（
高
文
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
第
三
章
第
二
節
「
読
上

愽
藏
簡
恒
先
書
後
」
は
、「『
恒
先
』
の
㝡
も
重
要
な
観
点
は
、
宇

宙
天
地
の
描
写
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
先
」
字
の
み
に
あ
る
」

（
一
五
一
頁
）
と
す
る
。

（
30
）　

吳
根
勈
「
上
愽
楚
簡
《
恒
先
》
篇
思
想
探
析
」（
丁
四
新
主
編

『
楚
地
簡
帛
思
想
研
究
（
二
）』
本
稿
註（
7
））
は
、『
恒
先
』
の

「
先
」
に
註
目
し
、
そ
れ
が
『
老
子
』
第
六
十
七
章
の
「
不
敢
為

天
下
先
」
と
い
っ
た
思
想
と
相
当
に
異
な
る
と
し
な
が
ら
も
、
一

方
で
、『
老
子
』
第
六
十
四
章
の
「
其
未
兆
易
謀
」
や
、
第
六
十

六
章
の
「
為
之
於
未
有
、
治
之
於
未
亂
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
類

似
を
指
摘
す
る
（
六
六
頁
）。

（
31
）　

そ
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
本
論
お
よ
び
本
稿
註（
7
）（
10
）

（
14
）（
19
）（
21
）
等
参
照
。

［
附
記
］
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費22K

00098

の
助
成
を
受
け
た
。

寄　

稿　

規　

程

編　

集　

委　

員　

會

一
、
寄
稿
者
は
本
學會

員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完
全
原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考	

四
百
字
詰
四
十
枚
程
度

研
究
ノ
ー
ト	

四
百
字
詰
二
十
枚
程
度

書
評
・
新
刊
紹
介	

四
百
字
詰
十
枚
程
度

國
際
學
界
動
向	

四
百
字
詰
十
枚
程
度

　
　

な
お
、
論
文
寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
論
文
要
旨
を
添
附
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

○
外
國
語
に
よ
る
論
文
要
旨

　
　
　
　

�

要
旨
の
作
成
は
原
著
者
に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、
編
集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語
程
度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
、
あ

る
い
は
拼
音
（
ピ
ン
イ
ン
）
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

○
外
國
語
に
よ
る
論
文
要
旨
の
日
本
語
原
文

　
　
　
　

�

投
稿
に
際
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
寄
稿
要
項
、
原
稿
整
理
票
を

參
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

○�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經
過
し
た
後
に
ウ
ェ

ブ
上
に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方

は
投
稿
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　

�

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も
著
作
權
は
執
筆
者
に
あ
り
ま
す
。（
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

三
、
原
稿
締
切
は
、
一
⺼
二
十
日
、
六
⺼
二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

四�

、
內
容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
採
否
は
、
當學會


に
御
一
任
く
だ

さ
い
。

五�

、
抜
刷
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
印
刷
册
子
三
十
部
ま
で
無
償
。
そ
れ
を

超
え
る
部
数
を
御
希
望
の
場
合
は
、
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

六�

、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫
眞
版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿
者

の
負
擔
と
な
り
ま
す
。

　
　

送
付
先�

日
本
衜
敎
學會

事
務
局

�
E-m

ail  info@
taoistic-research.jp

　
　
　
　
　
　
　

＊�

郵
送
の
場
合
は
当
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
連
絡
先
に
お

送
り
下
さ
い
。

�
U

RL 
https://w

w
w

.taoistic-research.jp
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A Summary of Research on Shanghai Museum Bamboo slips 
Hengxian（恆先）

NISHI Nobuyasu

This paper reports on the progress and status of the research on the Shanghai 
Museum Bamboo slips Hengxian (恆先 ), especially the interpretation of the words 
“恒先” and “或”, and the subject of this document. In the first section, “hengxian” 
is classified into two categories: “恒先” as a singular concept, and its division into 
two different concepts as “恒” and “先.” Then, it introduces the view that “ 恒” is 
a substantive concept (Chapter 1, Section 1) and outlines the arguments 
surrounding the character’s identification (1Section 2). It then presents the 
analysis results of the issues in the interpretation of “ 恒先” (1Section 3). In 
Chapter 2, various views on the meaning of “ 或” are examined in terms of those 
who read it as “域” against those who read it as “ 或 ,” and a summary of the 
state of the research is provided (Chapter 2, Section 1 and 2). An analysis of the 
issues involved in the interpretation of “或” is also presented (Section 3). In the 
final section, this paper highlights the recent trend of scholars who have begun to 
focus on the latter half of Hengsheng (Chapter 3). According to this survey, the 
shift among scholars from the traditional perspective, which emphasizes the 
generation theory, to one that views the relationship with political thought shows 
that the study of Hengxian (恆先 ) has entered a new phase.




